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シンチレータは放射線のエネルギーを吸収し、即発的に光子へと変換する機能を持つ素 

子であり、医療、セキュリティ、資源探査等の幅広い分野で用いられている。X・γ線シンチ

レータ に要求される特性として、高い発光量や速い減衰時定数、大きい実効原子番号など

様々なものが挙げられる。一般に商用の光学ガラスは軽元素で構成されており、それらは大

きい実効原子番号が要求される X・γ 線の検出用途には適していないため、重元素で構成

されたガラスシンチレータの開発が期待される。そこで本研究では原子番号の大きいハロ

ゲン化物ガラスに着目し、Eu (0.05, 0.1, 0.3%)を添加した 20CsCl-20BaCl2-60ZnCl2ガラスを

作製し、Eu濃度変化に伴うシンチレーション特性への影響を調査した。 

Fig. 1に Eu添加 20CsCl-20BaCl2-60ZnCl2ガラスのシンチレーションスペクトルを示す。全

てのガラスは 420 nm付近にブロードな発光を観測し、それらのスペクトル形状は既報の Eu

添加ガラスと類似しているため、Eu2+の 5d-4f遷移に起因する発光であると推測される [1]。

0.1および 0.3％の Eu添加ガラスでは、420 nm付近のブロードな発光に加え 610 nmに発光

ピークが観察された。これは Eu3 +の 4f–4f遷移によるものだと推測される [1]。Fig. 2に Eu

添加 20CsCl-20BaCl2-60ZnCl2ガラスの減衰曲線を示す。全ガラスの減衰曲線は一成分の指数

関数で近似でき、減衰時定数は 280–333 nsであった。これらの減衰時定数は Eu2+の 5d-4f遷

移に起因する発光の典型的な値に近かった [2]。 

  

Fig. 1 X-ray-induced scintillation spectra of 

Eu-doped 20CsCl-20BaCl2-60ZnCl2 glasses. 

Fig. 2 X-ray-induced scintillation decay curves 

of Eu-doped 20CsCl-20BaCl2-60ZnCl2 glasses. 
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